



































































































































































































































































高 ○ △ △ △ △ △ △ △ △ ○ △ △ △ nr △ △ ○ △ △ △ △ △
高 △ △ △ ○
中 △ △ △ △ △ △ △ ○ △ △ △ △ △ △ △ △ ○ ○ △ △ ○ ○
中 ○
若 △ ○ △ △ △ △ △ △ △ △ ○ △ △ ○ ○ nr ○ △ ○ ▽ ○ △



































































高 ○ △ △ △ △ ▽ △ △ ▽ ○ △ △ ○ nr ▽ △ ○ △ △ △ △ △
高 △ △ △ ▽
中 △ △ △ △ △ △ △ ○ △ △ △ △ △ △ ▽ ▽ ○ ○ △ △ ▽ ○
中 ○
若 △ ○ △ △ △ △ △ △ △ △ ○ △ △ ○ ○ nr ○ ▽ ○ ▽ ○ △

































































































高 ○ △ △ △ △ nr △◇ ◆ △ ◆ △ △ ○ nr △ △ ■ ■ △ ■ △ △
高 ■◆ △ △ △
中 ◆ ◆ ◆◇ △ ◆ ヲ △ ☆ △ △ △ △ ■ ■ ■ △ ■ ■ ■ △ △ ◆
中 ◆
若 ☆△ ヲ ◆ ◇ △ ◆ ◆ △ △◇ ■ ◆ ◆ ■ ■ ○ ヲ ヲ ◇ △ ◇ ■




高齢層におけるサ類 21 26 81％
中年層におけるサ類 18 23 69％
若年層におけるサ類 14 22 54％
少年層におけるサ類 10 23 38％
表３．間接目的語（第一回答のみ)
使用 全体 割合
高年層におけるサ類 20 26 77％
中年層におけるサ類 17 23 65％
若年層におけるサ類 14 22 54％


































































高 ○ △ △ △ △ nr △◇ ◆ △ ◆ △ △ ○ nr △ △ ■ ▽ △ ■ △ △
高 ■◆ △ △ △
中 ◆ ◆ ◆◇ △ ◆ ヲ △ ☆ △ △ △ △ ■ ▽ ■ ▽ ■ ■ ■ △ ▽ ◆
中 ◆
若 ☆△ ヲ ◆ ◆ △ ◆ ◆ △ △◇ ■◆ ◆ ◆ ■ ■ ○ ヲ ヲ ◇ △ ◇ ■























































高年層におけるサ類 17 26 65％
中年層におけるサ類 10 23 38％
若年層におけるサ類 4 22 19％
少年層におけるサ類 2 23 ８％
表10．斜格目的語（誘導を含む)
使用 全体 割合
高年層におけるバ類 3 26 12％
中年層におけるバ類 6 23 23％
若年層におけるバ類 9 22 35％
少年層におけるバ類 5 23 19％
表９．斜格目的語（第一回答のみ)
使用 全体 割合
高年層におけるバ類 3 26 12％
中年層におけるバ類 6 23 23％
若年層におけるバ類 8 22 31％
少年層におけるバ類 6 23 23％
表７．斜格目的語（第一回答のみ)
使用 全体 割合
高年層におけるサ類 16 26 62％
中年層におけるサ類 9 23 35％
若年層におけるサ類 5 22 19％
少年層におけるサ類 1 23 ４％
表12．斜格目的語（誘導を含む)
使用 全体 割合
高年層におけるトコ類 4 26 15％
中年層におけるトコ類 5 23 19％
若年層におけるトコ類 4 22 15％
少年層におけるトコ類 4 23 15％
表11．斜格目的語（第一回答のみ)
使用 全体 割合
高年層におけるトコ類 4 26 15％
中年層におけるトコ類 6 23 23％
若年層におけるトコ類 4 22 15％































































































高 ワ ○ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ ○ △ △ △ △ △ △
高 nr △ △ △
中 △ △ △ △ ○ ○ △ △ △ △ △ △ △ △ △ ワ △ △ △ △ ○
中 △
若 △ ○ ▽ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ ○ ○ △ ○ △ ○ △ △ △



































































高 ワ ○ △ ▽ △ △ △ △ △ △ △ △ △ ○ △ △ △ △ ▽ △
高 nr △ △ △
中 △ △ △ △ ○ ○ △ △ △ △ △ △ △ △ △ ワ △ △ △ △ ○
中 △
若 △ ○ ▽ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ ○ ○ △ ○ △ ○ △ △ △




高年層におけるサ類 20 26 77％
中年層におけるサ類 18 23 69％
若年層におけるサ類 17 22 65％
少年層におけるサ類 15 23 58％
表16．着点（誘導を含む)
使用 全体 割合
高年層におけるサ類 20 26 77％
中年層におけるサ類 18 23 69％
若年層におけるサ類 17 22 65％
































































































高 ○ ○ △ ダラ △ ○ ○ ワ ー ー ▽
高 0 ン ワ ワ
中 ワ △ △ △ △ △ △ ▽ ○ ワ ワ △
中
若 ワ ○ ラバ △ △ ○ ワ ワ ○ ○ △ △ ○




高年層におけるサ類 3 26 12％
中年層におけるサ類 8 23 31％
若年層におけるサ類 4 22 15％
少年層におけるサ類 5 23 19％
表19．斜格主語（第一回答のみ)
使用 全体 割合
高年層におけるサ類 2 26 ８％
中年層におけるサ類 8 23 31％
若年層におけるサ類 4 22 15％


































































高 ○ ○ △ ダラ △ ○ ○ ワ ー ー
高 0 ン ワ ワ
中 ワ △ △ △ △ △ △ △ ○ ワ ワ △
中
若 ワ ○ ラバ △ △ ○ ワ ワ ○ ○ △ △ ○














































































高年層にける直接格 16 26 62％
中年層における直接格 14 23 54％
若年層における直接格 12 22 46％
少年層における直接格 9 23 35％
表21．斜格主語（第一回答のみ)
使用 全体 割合
高年層にける直接格 17 26 65％
中年層における直接格 14 23 54％
若年層における直接格 12 22 46％
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The Particle＝ Preceded by Case Particle＝ in the Dialects Distributed
 





The structure where the particle＝ba is preceded by case particle＝sa (NP＝sa＝ba)is found
 
in the dialects distributed along the Rikuu East Line. The grammatical function of the NP
 
affects the acceptability of the structure. It is accepted most frequently when it appears in the
 
indirect object position. The number of speakers accepting this structure decreases in the order
 
indirect object ＞ oblique (theme)object ＞ goal ＞ oblique subject. The younger generation
 
tends not to use this structure. The particle＝ba (described as accusative marker by some
 
researchers)in the NP＝sa＝ba structure can be analyzed as a focus marker.
Keywords:Accusative,Allative,Case Particle (Enclitic),Dative,Japanese Dialects.
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